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　人ロの動き
　8月1日現在一
男4，298（＋3）
女4，377（一1）
計8，675（＋2）
世帯数2，254（＋2）

　（）は前月比較



梅雨前線が停滞

7・12　国道403号線沿いの渋海川。濁流が低地の農地を
冠水しながら増水を続ける

青空の戻った7・23。写真中央
の物差しが5メートル、右の写真
と比べてみてください

ノ

十
七
年
ぶ
り
の
水
害

　
先
月
十
一
日
の
早
朝
か
ら
降
り
始
め

た
雨
は
、
翌
十
二
日
ま
で
断
続
的
に
降

り
続
き
、
同
日
の
午
後
九
時
ま
で
の
四

十
時
間
累
計
降
雨
量
（
川
西
ダ
ム
調
べ
）

は
二
一
二
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
記
録

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
二
日
の
午
前
十
一
時
か
ら

正
午
ま
で
の
一
時
問
に
は
、
二
六
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
い
う
時
間
雨
量
も
記
録
し

「
梅
雨
前
線
豪
雨
被
害
」
と
呼
ば
れ
た
、

昭
和
五
十
三
年
（
六
月
二
十
六
日
～
二

十
八
日
）
の
水
害
以
来
十
七
年
ぶ
り
の

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

週
間
降
雨
量
（
川
西
ダ
ム
調
べ
）

月日 日降雨量

7月11日 79．0隻嵩，レ

12日 142．5〃

13日 0．0〃

14日 17．0〃

15日 0、0〃

16日 46．0〃

17日 67．5〃

計 352．0〃

昭
和
五
十
三
年
六
月
水
害
時

の
雨
量

（
昭
和
五
十
三
年
七
月
号
本
紙
よ
り
）

項　　目 雨　量

6／26正午～6／28

正午までの2日間

247．8

ミリメートル

6／27午前3時～

午前6時までの3時間

67．0
ミリメートル

6／27日降雨量
172．0

ミリメートル

災
害
対
策
本
部
を
設
置

　
町
は
、
十
二
日
の
午
後
○
時
三
十
分

に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
被
害
状

況
の
収
集
に
全
力
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、

道
路
や
ガ
ケ
の
崩
壊
、
小
河
川
の
越
水

な
ど
に
対
し
、
警
察
や
広
域
消
防
川
西

分
遣
所
、
町
消
防
団
（
十
一
日
か
ら
十

七
日
午
後
五
時
ま
で
延
ニ
ハ
○
人
が
出

動
：
町
調
べ
）
な
ど
か
ら
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
応
急
措
置
に
当
た
り
ま
し

た
。
　
（
災
害
対
策
本
部
は
、
七
月
二
十

五
日
午
後
五
時
に
解
散
）

道
路
網
寸
断

　
　
　
仙
田
地
区
一
時
孤
立

　
十
二
日
の
午
前
十
一
時
五
十
分
、
国

道
二
五
二
号
線
越
ケ
沢
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
（
越
ヶ
沢
ト
ン
ネ
ル
側
）
手
前
の
山

腹
が
崩
壊
、
仙
田
地
区
か
ら
十
日
町
・

柏
崎
方
面
へ
の
メ
イ
ン
道
路
が
し
ゃ
断

さ
れ
ま
し
た
。

国
道
二
五
一
一
号
線
の
崩
壊
現
場

　
七
月
十
二
日
、
第
四
回
州
西
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
川
西
町
讐

蕪
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

は
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
ほ
か
ハ
件
の
条
例
改
正
を
可
決
。
続

騨
で
、
庚
塚
野
球
場
大
規
模
改
造
工
事
、

ナ
カ
ゴ
フ
ァ
嶺
穣
1
、
諏
撫
フ
場
造
成
玉

事
（
玉
工
区
）
、
同
（
嚢
工
区
）
、
同

（
巫
工
区
）
の
請
負
契
約
及
び
財
産
の

取
得
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
異
：
町
総
合

体
育
館
納
入
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
律
扶
助
に
関
す
る
基
本
法

の
制
定
と
財
源
錯
置
の
拡
大
強
化
を
求

め
る
意
見
書
ほ
か
一
件
の
意
兇
書
提
出

を
決
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
山
村
留
学
ほ
か
七
件
が
議
会

閉
会
中
の
継
続
調
査
と
な
り
ま
し
た
。4期目初登庁の南雲町長7．壌0
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自然災害の驚異を目の当たり、一階部
分は足の踏み場もない状態（相国寺内）

　
ま
た
相
前
後
し
て
、
国
道
四
〇
三
号

線
、
県
道
の
山
中
上
野
線
（
田
戸
を
経

由
）
、
十
日
町
川
西
線
（
高
倉
を
経
由
）
、

小
白
倉
木
落
線
（
寺
ケ
崎
を
経
由
）
で

も
い
た
る
所
で
土
砂
が
道
路
を
ふ
さ
ぎ
、

一
時
は
仙
田
地
区
八
集
落
が
孤
立
す
る

と
い
う
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
止
も
、
十
三
日
の
午
後
四

時
三
十
分
に
は
中
仙
田
・
室
島
・
田
戸

・
赤
谷
・
岩
瀬
・
大
倉
の
六
集
落
（
二

正午頃、室島の相国寺東側山腹が崩壊し、土砂は庫裏に流入7・12

八
四
世
帯
）
へ
の
道
路
が
、
午
後
五
時

に
は
小
脇
・
高
倉
の
二
集
落
（
三
一
世

帯
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
が
相
次
い
で
開

通
し
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
道
と
い
う
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
大
切
さ
を
痛
切
に
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。

家
屋
一
棟
が
半
壊

　
十
二
日
の
正
午
頃
、
室
島
の
相
国
寺

（
星
野
正
五
住
職
）
東
側
山
腹
の
土
砂

　
　
　
　
　
く
　
　
り

が
崩
落
し
、
庫
裏
（
住
居
部
）
の
部
分

が
ほ
ぼ
全
壊
。
こ
の
外
に
も
、
裏
山
か

ら
の
土
砂
が
家
屋
を
取
り
巻
く
な
ど
の

土
砂
被
害
が
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
附
近
の
河
川
や
池
な
ど
の
増

水
に
よ
る
床
下
浸
水
も
各
地
で
発
生
し
、

十
三
世
帯
が
被
災
し
ま
し
た
。

　
7
・
n
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
国
道
二
五
二
号
線
の

越
ケ
沢
ス
ノ
ー
シ
エ
ッ
ド
附
近
の
崩
落

で
は
、
乗
用
車
が
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど

危
険
な
場
面
も
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
避
難
勤
告
を
発
令

　
十
二
日
の
午
後
五
時
三
十
分
、
中
仙

田
地
内
の
三
世
帯
に
対
し
、
裏
山
か
ら

の
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
と
し
て
、
警

察
か
ら
の
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。
勧
告
は
、
十
三
日
の
午
前
十
時
三

十
分
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
大

事
に
は
到
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

公
共
施
設
や
農
地
・
林
地
に

大
き
な
つ
め
あ
と

二
十
四
日
の
午
後
五
時
ま
で
の
集
計

排水路が越水し冠水する
霜条地内の水田

　
に
よ
る
と
、
今
回
の
水
害
に
よ
る
被
害

　
見
込
額
は
お
よ
そ
一
二
億
円
（
町
分
九

　
億
六
千
万
円
、
国
県
分
二
億
四
千
万
円

　
（
十
日
町
土
木
事
務
所
調
べ
）
）
。
個

　
人
施
設
や
調
査
中
の
も
の
を
含
め
る
と

・
ま
だ
増
え
る
見
込
で
す
。

　
　
7
・
11
水
害
被
害
概
要

　
　
　
七
月
二
十
四
日
午
後
五
時
現
在

　
（
前
文
と
の
重
複
あ
り
）

　
◎
道
路
及
び
河
川
被
害

　
国
道
：
五
カ
所

　
県
道
：
六
カ
所

　
町
道
：
二
三
五
カ
所
（
小
規
模
崩
土

　
　
　
　
　
も
含
む
）

　
　
農
道
．
．
一
五
六
カ
所
（
同
右
）

　
　
林
道
．
．
五
一
カ
所
（
作
業
道
も
含
む
）

　
　
河
川
：
入
山
沢
川
ほ
か
一
六
河
川
で

　
　
　
　
　
三
八
カ
所
（
県
管
理
分
も
含

　
　
　
　
　
む
）

　
◎
水
道
施
設
被
害
（
断
水
）
：
木
落
配

　
　
水
区
（
一
〇
二
世
帯
・
四
四
七
人
）

　
　
で
六
時
間
の
断
水

　
◎
停
電
．
．
小
脇
ほ
か
六
集
落
の
一
部

　
◎
建
物
被
害

　
　
半
壊
．
．
一
棟
　
　
床
下
浸
水
：
十
三

　
　
世
帯
　
　
非
住
家
：
破
損
三
棟

　
◎
農
地
被
害

　
田
流
出
・
埋
没
：
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
田
冠
水
：
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

．
◎
林
地
被
害

　
造
林
地
被
害
：
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
土
砂
崩
れ
・
崩
崩
れ
：
六
カ
所
（
人

　
家
に
関
係
す
る
も
の
の
み
）

麟灘欝

麟
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候補者氏名 得票数

吉　川　芳　男 2，216人

高　見　ゆ　う 92

めぐろ　吉之助 1，153

泉　水　都　子 7
長谷川　みちお 812

いがらし　完二 142

無効　投　票

（届出順）

165

総合センタ』での開票の模様

区　分 男 女 計

有権者数
　人
3，272

　人
3，495

　　人
6，767

投票者数 2，223 2，364 4，587

棄権者数 1，049 1，131 2，180

投　票　率
　％
67．94

　％
67．64

　　％
67．78

区　分 男 女 計

有権者数
　人
3，272

　人
3，495

　　人
6，767

投票者数 2，219 2，363 4，582

棄権者数 1，053 1，132 2，185

投　票　率
　％
67．82

　％
67．61

　　％
67．71

【
選
挙
区
選
挙
】

【
比
例
代
表
選
挙
】

平
成
七
年
七
月
二
十
三
日
執
行

　
　
　
　
　
（
川
西
町
選
挙
管
理
委
員
会
発
表
）

政　党　等　名 i得票数 政　党　等　名 i得票数 政　党　等　名 … 得票数

平和・市民 i
i

17 自由民主党 i
i

1，963 日本社会党 i
i

1，084

スポーツ平和党 …
…

47 平成維新の会 i　　28
…

新しい時代をつくる党
i
i

2
憲法みどり　農の連帯 … 0 第二院クラブ i　　45 雑民党 i 5
青年自由党

…
… 12 新進党

…
i
　
　 805 日本世直し党

i
… 1

みどりといのちの市民・農民連合 …
…

18 全日本ドライバーズクラブ i　　25
…

「開星論」のUFO党 …
… 2

さわやか新党 … 24 新自由党 i　　27 教育党 … 9
国民党

i
… 16 日本共産党

i
i
　
　 131 日本福祉党

…
i 29

新党さきがけ …
9 66 世界浄霊会 i　　　O

l
無効投票 226

　夏休みは、青少年が自由な時間を生かして、さまざ

まな体験や体力の増進等を図る絶好の機会です。一万、

この時期は、学校などから離れ、自主的・創造的に活

動する機会が多くなり、ともすると生活のリスムが乱

れ、事故にあったり、非行に走ったりすることがあり

ます。

　そこで、この夏の期間中、明目を担う青少年を心豊

かに健全に育成するため、家庭・学校・地域社会の人

々が一体と

なって、こ　　　　　　　　　　　　　　O　◇《ン

ようとする　　　　　　　　　　　　　●◇

も　　　1轡　♪

　ぱ　蒙

その

1

艦
⑳
皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　青少年のみなさんへ　　　駿

署“に負けない　　　貿
たく1ましサ体セつく3う

1健康で安全な生活ブランをたて実践しよ
う。

2スポーツに親しみ、暑さに負けない体を

つくろう。

3休養と栄養のバランスをとり、調和のと

れた体力づくりを心がけよう。

　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　青少年指導者のみなさんへ　　　講

青少年あ　　　鐸
生活体験セ広げよう
1地域の伝統的行事などの地域活動を促進

しよう。

2青少年のボランティア活動を奨励し、社

会奉仕の心を高めよう。

3青少年の生活体験を深め、社会の一員と

しての自覚と連帯意識を高めよう。

家族のみなさんへ

心豊かな明3い
家庭づくりに努あよう

1家事を分担し働く喜びや成就感を高めよ
う。

2子供の体験を大切にし、子供の話をじっ
くり聞こう。

3家族そろって良い本に親しみ、豊かな心

を育てよう。

地域のみなさんへ

住みよい社会環境
づくりに努あよう
1地域ぐるみで青少年を非行から守る運動

を展開しよう。

2地域のバトロール運動を推進し、進んで

愛の一言「早く帰ろうJを呼びかけよう。

3心のこもったあいさつ運動を進め、ふれ

あいの輪を広げよう。

●思春期の心とからだの電話相談

…・……・・025（266）8844
●子ども・家庭110番

…………025（382）∠口52
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1
い
き
い
き
県
民
力
レ
ッ
ジ
参
加
事
業
1

、
『
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
』
開
講
中

　
昨
年
九
月
二
十
四
・
二
十
五
日
に
行

わ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
．
m
か

わ
に
し
物
語
」
に
は
、
大
勢
の
方
々
か

ら
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、

「
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
は
」

「
も
っ
と
講
師
の
方
々
の
話
を
聞
き
た
か

っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
本
年
度
は
、
い
く
つ
か
の
分

野
ご
と
に
専
門
の
先
生
に
講
演
を
お
願

い
し
、
継
続
的
に
学
習
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
て
み
ま
し
た
。

【
『
ま
ち
』
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
自

ら
が
責
任
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
現
在

と
未
来
の
た
め
に
協
同
し
て
地
域
の
個

性
を
伸
ば
し
て
作
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ

り
、
こ
の
地
域
に
と
っ
て
な
に
が
幸
せ

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
き
っ
ち
り

と
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
】

　
年
代
、
性
別
に
関
係
な
く
、
み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
す
で
に
二
回
を
終
了
し
て
い
ま
す
が
、

本
年
十
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
に
あ
と

四
回
開
講
い
た
し
ま
す
。
参
加
は
無
料

で
す
し
、
講
義
の
後
に
は
講
師
を
囲
ん

で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
会
（
有

志
に
よ
る
自
費
参
加
）
も
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
終
了
し
た
第
一
・
二
回
の
講
義
内
容

か
ら
ご
く
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
六
月
二
十
八
日

『
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
経
済
』

講
師
　
上
越
教
育
大
学
教
授

鈴
木
敏
紀
氏

参
加
者
二
十
五
人

　
中
小
零
細
地
域
に
で
き
る
「
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
項
目
よ
り
。

　
「
魅
力
あ
る
」
と
い
う
の
は
非
常
に

ば
く
然
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
自

分
に
と
っ
て
『
魅
力
あ
る
人
』
と
考
え

れ
ば
分
か
り
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
体
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
頭
は
、
創
造
力
を
表
わ
し
て
お

り
、
郷
土
の
歴
史
や
衣
食
住
文
化
な
ど

の
文
化
創
造
と
置
き
換
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
事
例
と
し
て
は
、
津
川
町
の

「
き
つ
ね
の
嫁
入
り
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
顔
は
表
現
力
を
表
わ
し
、
自

然
や
居
住
景
観
な
ど
と
し
て
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
に
手
は
、
器
用

さ
を
表
わ
し
ま
す
。
実
行
組
織
や
グ
ル

ー
プ
の
形
式
な
ど
に
当
っ
て
の
指
導
力

や
協
調
性
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
足
は
強
健
さ
を
表
わ
し
て
お
り
、

物
事
を
率
先
し
て
具
体
化
し
て
い
く
行

動
力
や
積
極
性
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　
最
後
に
胴
は
、
健
康
を
表
わ
し
、
自

然
環
境
の
保
全
、
活
用
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
な
ど
…
…
。

第
二
回
　
七
月
十
日

『
柳
田
國
男
と
現
代
社
会
』

講
師
　
明
治
大
学
教
授

後
藤
総
一
郎
氏

参
加
者
三
十
六
人

　
地
域
の
担
い
手
の
形
成
の
項
目
よ
り
。

　
世
代
か
ら
世
代
に
伝
承
さ
れ
て
き
た

も
の
を
大
切
に
し
、
伝
統
を
再
創
造
し

な
が
ら
自
然
と
の
調
和
・
協
調
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
異

文
化
を
受
け
入
れ
る
受
け
皿
づ
く
り
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　
自
分
の
町
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
、
次
代
の
子
ど
も
に
何
を
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
こ
と
で
す
。

身
銭
を
切
っ
て
の
自
主
学
習
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
町
づ
く
り
は
、

行
政
に
お
ん
ぶ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
頼
ら
ず
自
分
自
身
で
考
え

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
ど
…
…
。

H7・7・10第2回講義　皆さん熱心に

耳を傾けておられました

　　　霧魯苞くζ凹自画誌孚圓魑ξ勇
◎会場＝地域活性化ゼンター第1研修室　◎時間＝午後7時～

鱒
期　日 主　　　　　　　　題 講　　　師

第1回
6月28日㈱

『まちづくりと地域経済』
まちづくりの応援団長が「実

戦」のまちづくりを語る。

上越教育大学教授

　　　鈴木　敏紀氏
ビ　デ　オ

収録済
［貸出可］第2回

7月10日（月）
『柳田國男と現代社会』

柳田学の最高権威が現代を鋭

くえぐる！

明治大学教授

　　　後藤総一郎氏

第3回
8月23日㈱

『まちの景観と色彩』
「色」からまちの景観・環境

を考える。

新潟大学教授

　　　小磯　　稔氏 さ＾り　つ録
い六たたし各
。八い方て回
　1方やいと
　二は　’ま　も
　・一　’ごす講
　六教家　。義
　七育庭都の
　）委・合模
　ま員職で様
　で会場受を
　ご生で講ビ
　連涯ごでデ
　絡学覧きオ
　く習になに
　だ課なか収

　、緒
　11癖
　　考
　　え
　　塞

　　し

鶉よ
，毒職、

嚢il灘

i鷲蒙1譲ili

第4回
9月22日㈹

『戦略・経営・

　そして生きる…とは』

まちづくり学会常任理事が語

る経営と人生の哲学。

戦略開発工房ライブ

　　　山田　剛義氏

第5回
9月23日（土）

シンポジウム
まちづくりを自由に、大胆に

楽しく語り合う。

まちづくり学会

・関係者・有識者

・実践者・受講者
（調整中）

1…、巽

第6回
10月25日㈱

『国際社会・福祉社会』
アメリカ・日本で培ったノウ

ハウを元に社会を見とおす。

上越教育大学教授

　　　森島　　慧氏

⑤7・8・10



仙
田
小
と
藤
田
さ
ん
に
表
彰
状

　
七
月
十
二
日
の
交
通
安
全
県
宣
言
記

念
県
民
大
会
の
席
上
、
仙
田
小
学
校
へ
松

野
耕
太
校
長
・
児
童
四
十
八
人
）
と
、

藤
田
隆
策
さ
ん
（
栄
町
）
に
新
潟
県
交

通
安
全
対
策
協
議
会
長
（
県
知
事
平
山

征
夫
）
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
仙
田
小
学
校
は
、
毎
年
「
仙
田
小
児

童
カ
ン
ト
リ
ー
（
缶
取
り
）
倶
楽
部
」

と
名
付
け
た
国
道
二
五
二
号
線
沿
線
の

清
掃
と
P
T
A
や
安
協
・
地
区
民
と
協

力
し
て
の
交
通
指
導
所
を
開
設
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
な

ど
の
安
全
運
転
を
呼
び
掛
け
て
お
り
、

こ
う
い
っ
た
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
藤
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら

川
西
町
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
活

7
・
2
3
　
国
道
二
五
二
号
線
に
設

け
ら
れ
た
交
通
指
導
所

躍
さ
れ
、
平
成
四
年
か
ら
は
会
長
と
し

て
地
域
の
交
通
事
故
防
止
に
甚
力
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

優
良
無
事
故
運
転
者

　
　
　
　
六
十
八
人
を
表
彰

南雲助役から伝達を受ける藤田

さん（7・20総合センターにて）

　
町
交
通
安
全
協
会
は
、
昭
和
四
十
九

年
か
ら
優
良
無
事
故
運
転
者
表
彰
を
行

っ
て
お
り
、
本
年
は
七
月
二
十
日
に
六

十
八
人
の
方
を
表
彰
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
被
表
彰
者
は
延
二
、
九
六
七

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
四
十
年
の
連
名
表
彰
を
受
け
た

の
は
柄
沢
　
悟
さ
ん
（
田
中
町
）
と
高

橋
恒
平
さ
ん
（
中
仙
田
）
、
安
全
運
転

と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
教
わ
り
た
い

も
の
で
す
。

転
爆

鋸
臓

虐
守

卿恥
ハ　ハ

sしノ
　（

戸

嬢一’
創ξ

危
険
箇
所
の
は
握

　
八
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
夏
の
交

通
安
全
旬
間
に
合
せ
、
町
交
通
安
全
指

導
員
と
町
安
協
各
支
部
長
に
よ
る
町
道

な
ど
の
交
差
点
部
分
の
危
険
箇
所
の
は

握
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、

後
日
行
う
警
察
、
道
路
管
理
者
、
安
協

な
ど
の
関
係
者
に
よ
る
合
同
点
検
の
際

に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
に
入
っ
て
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
0
た
も
の
が

五
件
（
六
月
末
現
在
）
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
夏
場
は
と
か
く
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
で
す
。
　
『
ハ
ン
ド
ル
を
持
っ

前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
』
　
『
交
差
点
で
は

し
っ
か
り
止
ま
っ
て
は
っ
き
り
確
認
』

を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

交通指導所にて交通安全を呼びかける8．1

　
南
北
朝
時
代
に

　
　
　
　
　
　
思
い
を
は
せ
て

　
七
月
二
十
九
・
三
十
日
の
両
日
、
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
ぶ
み

合
セ
ン
タ
q
を
メ
イ
ン
会
場
に
碑
太
平

　
　
　
　
し
た
び

記
「
越
後
板
碑
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
の
新
潟
ふ
る
さ
と
回
廊

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
県
内
は
も
と
よ
り
関
東
方
面
か
ら

の
参
加
も
含
め
約
百
三
十
人
が
、
中
世

の
歴
史
を
語
る
考
古
資
料
と
い
え
る
板

碑
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
板
碑
は
平
板
石
を
用
い
て
作
ら
れ
た

塔
婆
で
、
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
追
善
供
養
や
墓
標
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
町
に
は
三
十
三
基
の
板
碑
（
全

て
町
文
化
財
指
定
）
が
残
っ
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
も
の
に
南
朝
年
号
が
刻
ん

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
朝
勢
力
の
拠
点

で
あ
っ
た
こ
と
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

鷲
瑚
翻

　
　
　
難

7
・
2
9
北
田
如
意
庵
板
碑
を
見
学

す
る
参
加
者

長
徳
寺
板
碑
を
紹
介

　
（
川
西
町
史
資
料
編
上
巻
よ
り
抜
粋
）

種
子

阿
弥
陀
三
尊
（
キ
リ
ー
ク
・
サ
・
サ
ク
）

年
号

応
長
元
年
（
ご
二
二
）
　
　
鎌
倉
時
代

状

武
蔵
型
（
関
東
型
）
高
三
九
×

形

幅
一
七
・
五
×
厚
ニ
セ
ン
チ
　
緑
泥
片
岩

川
西
町
最
古
で
唯
一
の
武
蔵
型
板
碑
。

徴

魚
沼
地
方
で
も
二
番
目
に
古
い
。
頭
部

山
形
、
横
二
条
線
あ
り
。
上
部
に
天
蓋
、

櫻
瑠
、
阿
弥
陀
三
尊
種
子
、
蓮
座
を
刻

特

み
、
下
部
に
花
瓶
と
蓮
花
、
そ
の
左
右

に
造
立
紀
年
及
び
偶
を
刻
む
。

中
央
で
二
つ
に
折
れ
、
下
部
を
一
部
欠

損
す
る
が
ほ
と
ん
ど
完
形
で
県
内
屈
指

考

の
優
品
で
あ
る
。
『
中
魚
沼
郡
誌
』
に
は
、

大
正
元
年
九
月
「
山
門
側
よ
り
板
碑
一

基
発
掘
す
」
と
あ
る
が
、
山
土
位
置
に

つ
い
て
は
観
音
堂
裏
あ
る
い
は
右
脇
の

備

石
段
付
近
と
も
い
わ
れ
る
。
杉
の
古
株

を
掘
り
起
し
て
い
た
際
に
出
土
し
た
と

い
う
◎

（天蓋）

撤彊
（
塑
塔
）

　
サ紋

園健
サ
ク舜

お
　
　
わ
　
　
び

諸
行
無
常

是
生
滅
法

応
長
元
年

（
蓮
花
・
花
瓶
V

十
月
二
日

生
滅
々
已

寂
滅
為
楽

7．8．10⑤

　
前
号
「
千
手
村
の
学
校
問
題
⑧
」
の

写
真
中
、
丸
山
春
吉
町
長
の
左
隣
り
は

川
崎
氾
三
県
議
で
は
な
く
、
高
橋
千
代

作
非
常
勤
助
役
（
坪
山
）
の
誤
り
で
し

た
訂
正
し
ま
す
。



ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
施
設

　
　
　
　
　
　
　
工
事
の
安
全
を
祈
る

　
七
月
二
十
一
日
、
本
年
度
の
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
目
玉

事
業
と
も
い
え
る
『
庚
塚
野
球
場
大
規

模
改
造
工
事
』
と
『
ナ
カ
ゴ
フ
ァ
ミ
リ

ー
ゴ
ル
フ
場
造
成
工
事
』
の
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し

た
が
、
午
前
十
時
か
ら
庚
塚
、
十
一
時

か
ら
は
ナ
カ
ゴ
に
関
係
者
が
集
い
、
今

後
の
川
西
町
の
看
板
と
な
る
両
施
設
の

工
事
中
の
安
全
と
早
期
の
完
成
を
祈
り

ま
し
た
。

　
庚
塚
野
球
場
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
両

翼
が
九
七
．
六
メ
ー
ト
ル
。
セ
ン
タ
ー

は
一
二
ニ
メ
ー
ト
ル
の
広
さ
が
あ
り
、

本
部
席
と
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
が
一
体
構
造

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
バ
ッ
ク
ス
ク
リ

ー
ン
と
ス
コ
ア
ー
ボ
ー
ド
も
備
え
て
い

る
本
格
的
な
も
の
で
す
。

　
工
事
は
、
工
事
費
二
億
三
、
五
八
七

万
円
を
か
け
、
本
年
末
頃
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

庚
塚
野
球
場
の
く
わ
入
れ

　
ナ
カ
ゴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
は
、

八
・
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
に
、
六

ホ
ー
ル
・
パ
ー
十
九
の
シ
ョ
ー
ト
ゴ
ル

フ
場
を
造
成
す
る
も
の
で
、
三
つ
の
工

区
に
分
け
て
あ
り
ま
す
。

　
第
一
工
区
か
ら
三
工
区
ま
で
の
工
事

費
総
額
は
五
億
二
、
五
三
〇
万
円
。
平

成
八
年
九
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
急

ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
芝
生
広
場
・
ナ
イ
タ
ー
施
設
の
完

備
し
た
十
八
ホ
ー
ル
の
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

場
・
中
子
野
球
場
（
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ

ー
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
リ
ニ
ュ
ア
ル

予
定
）
・
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
と
合
わ

せ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
る
プ
レ
イ

ゾ
ー
ン
と
し
て
魅
力
を
増
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

右
写
真
の
①
コ
ー
ス
の
左
斜
め
下
あ
た

り
が
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ
の
位
置
で
す

千
手
温
泉
の
意
見
箱
よ
り

　
五
月
二
十
五
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
七

月
二
十
五
日
ま
で
の
六
十
二
日
問
に
か

け
て
の
千
手
温
泉
利
用
者
は
四
一
、
〇

三
六
人
。
一
日
平
均
六
六
二
人
の
方
が

利
用
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
最
高
は
六
月
二
十
四
日

の
一
、
三
一
四
人
、
最
低
は
七
月
十
一

日
の
四
二
〇
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
千
手
温
泉
に
対
す
る
感
想

や
今
後
の
温
泉
利
用
に
つ
い
て
、
利
用

者
か
ら
の
率
直
な
意
見
を
は
握
す
る
た

め
、
休
憩
室
に
『
意
見
箱
』
を
置
き
ま

し
た
。
六
月
末
現
在
で
九
十
四
通
の
ご

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

中
か
ら
意
見
の
多
か
っ
た
も
の
等
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。

共
同
浴
場
に
関
す
る
も
の

○
肌
が
つ
る
つ
る
し
て
あ
っ
た
ま
っ
て

　
よ
い
湯
だ
　
　
二
二
件

○
広
々
と
し
て
感
じ
が
よ
い
　
十
二
件

○
少
し
熱
す
ぎ
る
　
　
九
件

○
シ
ャ
ワ
ー
の
数
を
多
く
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
件

○
洗
い
場
を
広
く
し
て
ほ
し
い
　
五
件

お
寄
せ
く
だ
さ
い
あ
な
た
の
意
見

今
後
の
利
用
に
関
す
る
も
の

○
飲
食
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
件

○
有
料
に
な
っ
て
も
料
金
を
安
く
し
て

ほ
し
い
　
　
五
件

○
カ
ラ
オ
ケ
の
個
室
が
ほ
し
い
　
四
件

○
宿
泊
施
設
が
ほ
し
い
　
　
三
件

o
サ
ウ
ナ
を
つ
け
て
ほ
し
い
　
　
二
件

そ
の
他

○
す
ば
ら
し
い
温
泉
　
　
五
件

○
外
壁
を
塗
装
し
て
ほ
し
い
　
　
三
件

o
タ
オ
ル
、
枕
、
座
布
団
を
置
い
て
ほ

　
し
い
　
　
二
件

少
数
意
見
の
中
か
ら

女
子
脱
衣
室
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
を
・

露
天
風
呂
が
ほ
し
い
・
地
域
の
社
交

場
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
て
よ
い
．

温
泉
プ
ー
ル
を
・
体
の
不
自
由
な
方

の
利
用
を
考
え
た
施
設
設
計
を
・
囲

碁
、
将
棋
盤
を
備
え
て
ほ
し
い
．
空

き
教
室
を
老
人
学
級
や
公
民
館
的
に

使
用
し
た
ら
・
ペ
ッ
ト
用
の
風
呂
を

作
っ
て
ほ
し
い
な
ど
の
ほ
か
意
見
多

数
。あ麟

蹴麟
‘番栄郁

11

7．16屋根のふき替え後初めての
十七夜まつり。あいにくの雨模様

24町ゲートボール大会。
：が広がり暑い一日でした

リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
皆
さ
ん
製
作
の

七
夕
飾
り
。
「
温
泉
に
入
り
た
い
」

な
ど
、
短
冊
に
願
い
を
込
め
て

7．8．10⑫



　
こ
と
し
喜
寿
の
お
祝

い
を
迎
え
た
方
は
、
大

正
七
年
四
月
二
日
か
ら
、

大
正
八
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
満
七
十

七
歳
の
八
十
八
人
が
対

象
で
す
．
当
日
は
七
十

三
人
が
出
席
し
ま
し
た
．

松葉荘月

（
町
内
順
に
掲
載
・
　
　
　
沖
　
　
立

　
　
　
　
　
敬
称
略
）
　
伊
　
友

千
手
地
区
三
十
七
人

　木寺　中　　　神　　田　中　上　　　　東　　四朝　山　中
〃　　〃屋〃〃〃社〃〃中〃央〃　〃〃〃〃善〃〃郎日〃野〃島
　島尾敷　 町　町町町い　寺　兼町田町
小星川小高清井井高高石野小太平酒高平丸渡小平高平羽清中長数
林名崎林橋水上上橋橋沢上野田野井橋野山辺野野橋野鳥水村野藤
健類英セ子ハ季耕豊澄マ屡．義菊トク亮雛マ益リトとキサ
ニ郎郎策キンナ吉一治代サツシーシ作ヨマ平ヨ助ツ三ンクみミダ

霜坪高
〃原〃〃

条山田
星
名
甚
太
郎

櫃
間
マ
ッ
イ

窪
田
　
勝
一

高
橋
　
政
一

茂
野
宗
平

高
橋
カ
ズ
イ

中
村
茂
一

山
岸
徳
次

上
野
地
区
十
九
人

上
　
　
野
　
若
山
彦
三
郎

薪”””　””””””””
田　　　 町

水小押押田上高星高若田星斎
品林木木畑村橋名橋山村名藤

セ市ヨハフク　道オツイイ龍
ツ蔵キツミミ實三ノヤトシ平

木
　
落

〃〃〃

仁
　
　
田

〃〃〃〃〃

元新
町
新
田

　
〃

　
〃

下
平
新
田

　
〃

三
　
領

野
　
　
口

〃〃〃〃〃〃〃

原
　
　
田

〃

下
　
　
原

　
　
　
　
　
⑧

山
家
　
ナ
オ
0

　
　
　
　
　
ヌ

田
口
金
市
郎
　
・

　
　
　
　
　
　

田
口
　
信
義
　
●

　
　
　
　
　
7

和
久
井
清
蔵

水田山中中戸
落中口川条田

達マハ美コナ
ー・スッ都ノカ

五
十
嵐
丑
蔵

大
久
保
ミ
ホ

田池根野滝星村野野
中竹津沢井野越沢沢

ミトト真トふカレタ
カクサ平ミじウイケ

仙
田
地
区
　
九
人

大
嶋
佐
久
家

井
川
　
ト
ワ

上
村
栄
一

清
水
利
吉

高
橋
　
タ
キ

橘
地
区
　
二
十
三
人

木
　
　
落
山
家
　
サ
ト

　
〃
　
　
田
口
　
正
平

小大岩　赤田高室中
白　　〃　　　　仙
倉倉瀬　谷戸倉島田

片中金高高青高茂小
桐条子橋橋木橋野林

一栄キヨ美良サヨハ
郎吉チソ男策クミマ
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千手小学校プール
＊は大会新記録

【男　子】

5年自由形25メートル

①中川祐一（橘）②羽鳥健弘（橘）③秦野学（橘）
同50メートル

①丸山良和（仙田）②小林一将（千手）③高橋大輔（仙田）

同100メートル
①上村雄一郎（上野）②丸山良和（仙田）③押木和人（上野）

5年生平泳ぎ50メートル
　①五十川雅彦（千手）②高橋大輔（仙田）③上村泰典（上野）

同100メートル
　①小林祐樹（上野）②蔵品　佑（上野）

5年バタフライ25メートル

　①南雲悠延（千手）②星名佑太（千手）③小林一将（千手）

同50メートル

　①片桐俊一（上野）②南雲悠延（千手）③羽鳥裕史（橘）

5年個人メドレー100メートル
　①星名佑太（千手）②五十川雅彦（千手）③片桐俊一（上野）

5年200メートルリレー（50M×4）

　①千手小Aチーム（五十川雅彦、南雲悠延、高橋直隆、星名佑太）

　②仙田小チーム（登坂竜也、丸山良和、高橋　隼、高橋大輔）

　③上野小チーム（上村雄一郎、上村晃一、押木和人、片桐俊一）

同200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①千手小チーム（高橋直隆、五十川雅彦、星名佑太、南雲悠延）

　②上野小チーム（上村雄一郎、小林祐樹、片桐俊一、押木和人）

　③橘小Bチーム（丸山和義、村越鷹文、山口政志、大久保　樹）

6年自由形50メートル

①戸田良樹（橘）②星名陽太（千手）③水落直人（橘）

同100メートル
①小林達矢（上野）②戸田良樹（橘）③平野　徹（千手）

6年平泳ぎ50メートル

①押木俊輔（上野）②藤巻雅巳（橘）③水落直人（橘）

同100メートル
　①藤巻雅巳（橘）②押木俊輔（上野）③小野塚　豊（千手）

6年背泳ぎ50メートル
　①押木卓哉（上野）②星名陽太（千手）③保坂大空（千手）

6年バタフライ25メートル

　①渡辺勇太（橘）②野沢新司（橘）③小野塚　豊（千手）

同50メートル

　①押木卓哉（上野）②平野高行（千手）

6年個人メドレー100メートル

　①渡辺勇太（橘）②山家　崇（橘）
6年200メートルリレー（50M×4）
　①千手小チーム（平澤卓紀、保坂大空、小野塚　豊、星名陽太）

　②橘小Aチーム（山家　崇、水落直人、藤巻雅巳、戸田良樹）

　③上野チーム（小林達矢、押木卓哉、清水　希、押木俊輔）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①上野チーム（仲嶋　圭、押木俊輔、押木卓哉、小林達矢）

　②千手小チーム（星名陽太、小野塚　豊、平野高行、平澤卓紀）

　③橘Bチーム（田口　淳、大久保智史、渡辺勇太、山家　崇）

辮難難灘

顯撒

騰

誕
【女子】

5年自由形25メートル

①柄沢久恵（千手）②高橋美希（千手）

同50メートル

①星野秀美（橘）②田畑のぞみ（上野）③五十嵐聡子（橘）

同100メートル
　①五十嵐聡子（橘）②木村　涼（橘）③山口めぐみ（橘）

5年平泳ぎ50メートル

　①羽鳥ゆき（千手）②押木香織（上野）③内山葉子（千手）

同100メートル
　①羽鳥ゆき（千手）②小幡　愛（橘）③藤巻　希（橘）

5年バタフライ25メートル

　①山口めぐみ（橘）

5年個人メドレー一100メートル

　①押木香織（上野）②小幡　愛（橘）

5年200メートルリレー（50M×4）
　①上野小チーム（田畑のぞみ、小熊祥子、高橋恵美子、押木香織）

　②橘小Aチーム（星野秀美、小幡　愛、大久保直子、木村　涼）

　③千手小チーム（大海美和子、内山葉子、高橋愛子、羽鳥ゆき）

5年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①上野小チーム（根津奈緒子、田畑のぞみ、押木香織、小熊祥子）

　②千手小チーム（大海美和子、内山葉子、羽鳥ゆき、高橋愛子）

　③橘小Bチーム（木村　涼、大久保直子、小幡　愛、秦野智恵美）

6年自由形25メートル

①羽鳥由香（橘）

同50メートル
①田中亜由美（橘）②小林美貴子（仙田）③高橋えみ（千手）

同100メートル
　①増田明日香（仙田）②・1・柳　優（仙田）③須藤早百合（橘）

6年平泳ぎ50メートル

　①村越　恵（橘）②星名亜希乃（千手）③佐藤　渚（千手）

同100メートル
　①平野明子（千手）②村越　恵（橘）③相崎佑梨子（上野）

6年背泳ぎ50メートル

　①内山瑠衣（上野）②相崎佑梨子（上野）③斎木春佳（千手）

6年バタフライ25メートル

　①斎木春佳（千手）②登坂春菜（仙田）③田中亜由美（橘）

同50メートル

　①登坂春菜（仙田）②高橋えみ（千手）

6年個人メドレー100メートル

　①内山瑠衣（上野）②平野明子（千手）

6年200メートルリレー（50M×4）

　①仙田小チーム（小林美貴子、増田明日香、高橋咲子、登坂春菜）

　②橘小Aチーム（田中亜由美、田口香奈子、須藤早百合、村越　恵）

　③上野小Aチーム（相崎佑梨子、星名文絵、金子めぐみ、内山瑠衣）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

　①千手小チーム（平野明子、佐藤　渚、斎木春佳、保坂　歩）

　②上野小チーム（相崎佑梨子、上村織江、内山瑠衣、若山桂子）

　③橘小チーム（羽鳥陽子、村越　恵、田中亜由美、田口香奈子）

⑨　7．8・10



　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
な

ど
の
万
が
一
の
時
の
た
め
に
、
日
ご
ろ

か
ら
加
入
者
み
ん
な
で
保
険
税
を
出
し

合
っ
て
、
医
療
費
の
一
部
に
充
て
る
助

け
合
い
の
制
度
と
い
え
ま
す
。

　
加
入
者
の
一
人
ひ
と
り
が
、
日
々
の

健
康
管
理
に
よ
っ
て
医
療
費
を
節
減
し

た
り
、
保
険
税
を
納
期
ま
で
に
納
め
た

り
し
て
、
健
全
な
運
営
の
た
め
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
は
義
務
で
す

　
国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
な
ど
で
他

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
を
除

い
て
、
す
べ
て
の
人
が
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

毎
日
健
康
で
元
気
に
暮
ら
し
た
い
と

だ
れ
も
が
願
っ
て
い
ま
す
が
、
病
気
や

け
が
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な

時
に
必
要
と
な
る
の
が
健
康
保
険
で
す
。

保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
自
己
負
担

す
れ
ば
、
安
心
し
て
診
療
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
国
保
へ
の
加
入
は
世
帯
単
位
で

す
が
一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
と
な
り
、

一
世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

国保のしくみ
1険者）　　　　　　加入者（被保険者）

　　　　　　保険医

西町（保険者）

囲
審
査
結
果
報
告

琶

保
険
税
の
ロ
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
こ
の
制
度
を

運
営
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

で
す
か
ら
、
加
入
し
て
い
る
一
人
ひ
と

り
が
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
、
円
滑

な
運
営
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
税
額
は
、
医
療
費
の
実
情
に
合
わ
せ

て
税
率
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
四

つ
の
金
額
を
合
わ
せ
た
額
に
な
り
ま
す
。

◎
所
得
割
額
擁
加
入
し
て
い
る
世
帯
全

　
　
員
の
前
年
中
の
所
得
か
ら
算
出

◎
平
等
割
額
1
1
所
得
に
関
係
な
く
す
べ

　
　
て
の
世
帯
が
同
額

◎
均
等
割
額
1
1
加
入
し
て
い
る
人
数
に

　
　
応
じ
て
算
出

◎
資
産
割
額
”
加
入
者
の
資
産
に
応
じ

　　c7－
国保連合会（審査委員会

て
算
出

　
こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
し
た
保

険
税
は
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
、
四

月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
、
十
二

回
に
分
け
て
納
付
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
口
座
振
替

で
す
と
、
払
い
忘
れ
も
な
く
便
利

で
す
。
手
続
き
は
、
お
近
く
の
金

融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
険
税
は
、
毎
月
二
十
八
日
頃
に
口

座
振
替
に
な
り
ま
す
の
で
、
口
座
の
残

額
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

健
全
な
運
営
は

み
ん
な
の
健
康
か
ら

7・21国保診療所にて

　
国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い
の
制
度

で
す
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
の
医
療
費
が

多
く
か
か
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
財

源
が
必
要
と
な
り
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
の
引
き
上
げ
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

み
ん
な
が
健
康
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

国
民
健
康
保
険
事
業
も
健
全
な
運
営
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
人
口
の
高
齢
化
、
長
期
の

治
療
を
要
す
る
成
人
病
の
増
加
及
び
高

度
医
療
技
術
に
よ
る
診
療
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
医
療
費
は
年
々
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

健
康
な
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。

国
保
と
老
人
保
健
制
度

　
七
十
歳
以
上
の
人
（
寝
た
き
り
な
ど

の
お
年
寄
は
六
十
五
歳
以
上
）
は
老
人

保
健
法
で
医
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
い
つ
か
ら
受
け
ら
れ
る
か

　
七
十
歳
の
誕
生
，
日
の
翌
月
か
ら
（
月

の
初
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
か
ら
）

開
始
さ
れ
ま
す
。

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の
は

　
国
保
の
「
保
険
証
」
と
老
人
保
健
法

に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
健
康
手
帳
」

「
医
療
受
給
者
証
」
が
必
要
で
す
。
必

ず
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
の
負
担
は

　
診
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う
一
部

負
担
金
「
図
1
」
と
入
院
時
の
食
事
療

養
費
の
自
己
負
担
額
［
図
H
」
は
次
表

の
と
お
り
で
す
。

［図1］

●医療費の一部負担金

外釆（1か月につぎ） 入院（旧につぎ）

平成7年4月1日～ 1，010円 700円

平成8年度以降
消費者物価に
スライド

消費者物価に
スライド

1、　ハ

・9

ρ
デ
　
㎏
一

　　G

司

ひとつの医療機関
ことに毎月最初の
診療日に支払う。

総合病院では各診
療科後と、医科と
歯科では別々に支
払う。

老齢福祉年金受給
者で住民税非課税
世帯は、1日300円
を2カ月間だけ支
払う。

■
保
険
税
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
国
保
の
被
保
険
者
と
し
て
の
資
格
は

そ
の
ま
ま
で
、
従
来
ど
お
り
保
険
証
は

交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
保
険
税
も
従

来
ど
お
り
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
＼
、
，

　
　
　
　
　
　
　
丈
　
　
　
　
　
　
　
沸
擬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
領
疲
、
鰯

　
　
　
　
　
　
　
4
2
）
　
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
乞
q
　
、
罐
噂
、

■
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
人
は

　
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
社
会
福
祉
施
設

に
入
所
す
る
人
は
、
そ
の
入
所
決
定

（
措
置
決
定
）
が
行
わ
れ
た
後
も
、
入

所
す
る
前
の
国
保
に
引
き
続
き
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

［図II］

●入院時食事療養費の自己負担（1日あたり）

　平成6年10月1日～平成8年9月30日

一　般　加　入　者 600円
住民税
非課税
世帯等

過去12カ月
の入院日数
（闘£あ）

90日までの入院

90日を超える入院

450円
300円

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金
を受けている人 200円

※住民税非課税世帯等の方は「標準負担額減額認定証」が必要とな

　りますので、市区町村の担当窓口で申請を行ってください。

★入院時の食事代は、高額療養費の支給の対象とはなりません。
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し
の

靖
国
の
御
霊
を
偲
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子

幸
　
作

　
無
念
の
征
衣
上
途

　
大
東
亜
戦
争
で
緒
戦
の
大
勝
に
酔
っ

た
時
代
の
世
相
や
、
銃
後
国
民
の
動
き

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
が

原
田
の
丸
山
誠
一
家
に
保
存
さ
れ
て
い

た
。
昭
和
十
七
年
二
月
に
橘
村
役
場
で

開
か
れ
た
区
長
会
の
議
案
で
、
新
潟
県

知
事
土
居
章
平
閣
下
の
通
達
を
も
と
に

　
　
　
　
か
ぷ
と

　
「
勝
っ
て
甲
の
緒
を
締
め
よ
」
を
申
し

合
わ
せ
、
応
召
兵
の
歓
送
に
つ
い
て
は

．
次
の
事
項
を
実
践
し
て
い
る
。

　
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
を
め
ざ
す
皇

軍
は
破
竹
の
勢
い
で
進
撃
し
て
お
り
、

北
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
か
ら
南
は
豪
州

に
至
る
ま
で
米
英
の
旗
風
が
無
い
。
戦

域
が
拡
大
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
軍
事
力
が

必
要
に
な
る
故
、
爾
今
、
在
郷
軍
人
の

大
量
な
動
員
が
必
死
と
思
わ
れ
る
が
、

応
召
兵
の
歓
送
に
際
し
て
は
と
く
に
次

の
事
項
を
遵
守
す
る
。

　
　
　
　
　
の
ぽ
り

　
①
臼
布
の
幟
（
長
旗
）
は
一
本
以
内

と
し
、
国
旗
は
紙
製
の
小
旗
を
用
い
、

仰
々
し
い
鼓
笛
隊
の
先
導
は
し
な
い
。

　
②
国
民
学
校
に
お
け
る
歓
送
は
、
各

学
年
の
代
表
男
女
一
名
に
留
め
る
。

　
③
そ
の
筋
の
指
示
に
よ
り
、
応
召
兵

が
私
服
で
召
集
部
隊
に
参
着
す
る
場
合

は
出
陣
式
や
歓
送
を
取
り
止
め
る
。

　
郷
土
部
隊
の
終
え
ん

　
こ
の
区
長
会
以
後
に
召
集
さ
れ
た
川

西
郷
の
在
郷
軍
人
は
、
国
民
の
戦
勝
祝

賀
気
分
と
は
裏
腹
に
悲
惨
な
末
路
を
た

ど
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
村
松
で
編
成
さ
れ
た
郷
土
部
隊
は
千

島
列
島
へ
、
ま
た
、
ア
ッ
ツ
島
に
派
遣

さ
れ
た
高
田
の
精
鋭
二
千
五
百
人
は
山

崎
部
隊
長
と
共
に
全
員
が
玉
砕
し
た
。

　
川
西
出
身
者
の
多
か
っ
た
新
発
田
第

十
六
連
隊
は
、
高
田
独
立
山
砲
兵
第
一

連
隊
と
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
に
上
陸
し
て

戦
っ
た
が
、
武
器
弾
薬
や
食
料
、
物
資

が
不
足
す
る
中
で
激
戦
を
強
い
ら
れ
、

二
千
五
百
人
の
将
兵
を
失
っ
て
撤
退
し

た
。
生
き
残
っ
た
兵
士
は
ビ
ル
マ
戦
線

に
投
入
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
補
給
路

を
絶
た
れ
て
犠
牲
者
が
続
出
し
た
。
高

田
第
五
十
八
連
隊
は
、
無
謀
な
イ
ン
パ

ー
ル
作
戦
に
従
軍
し
て
壊
滅
的
な
打
撃

を
う
け
た
。
高
田
の
第
三
十
連
隊
は
沖

縄
の
攻
防
戦
に
参
加
し
て
全
滅
し
た
。

川
西
町
の
戦
没
者

　
終
戦
五
十
年
を
記
念
し
た
川
西
町
の

戦
没
者
追
悼
式
が
、
川
西
町
連
合
遺
族

会
（
小
海
貞
二
会
長
）
の
主
催
で
四
月

二
十
九
日
に
行
わ
れ
、
平
和
日
本
の
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
ま

い
礎
と
な
ら
れ
た
五
二
二
柱
の
御
霊
に

　
　
　
　
も
く
と
り
つ

心
か
ら
の
黙
禧
を
捧
げ
ら
れ
、
改
め
て

不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　
西
南
の
役
か
ら
昭
和
二
十
年
の
終
戦

ま
で
に
戦
没
さ
れ
た
、
川
西
出
身
の
将

兵
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
西
南
の
役
三
人
、
日
清
の
役
二
人
、

台
湾
征
伐
六
人
、
日
露
の
役
二
四
人
、

シ
ベ
リ
ア
出
兵
五
人
、
満
州
事
変
四
人
。

　
日
中
戦
争
（
昭
和
十
二
年
）
以
後
は

中
国
方
面
（
近
海
も
含
む
）
二
二
七
人
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
（
レ
イ
テ
、
ル
ソ
ン
島
を

含
む
）
八
一
人
、
南
方
の
島
と
そ
の
海

域
六
九
人
、
ビ
ル
マ
・
イ
ン
ド
方
面
で

四
六
人
、
野
戦
病
院
等
四
六
人
、
ガ
ダ

ル
カ
ナ
ル
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ソ
ロ
モ

ン
方
面
三
六
人
、
日
本
近
海
二
二
人
、

サ
イ
パ
ン
島
で
玉
砕
一
〇
人
。

　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

　
一
足
ふ
み
て
夫
思
ふ

　
ご
遺
族
の
ご
心
痛
は
い
か
ば
か
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
お
　
こ

あ
っ
た
ろ
う
か
。
歌
人
の
大
塚
楠
緒
子

が
雑
誌
「
太
陽
」
に
寄
せ
た
「
お
百
度

も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ち

詣
で
」
が
、
当
時
は
だ
れ
も
口
に
で
き

な
か
っ
た
。
軍
国
の
妻
の
心
の
迷
い
を

率
直
に
表
現
し
て
共
感
を
呼
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
つ
ま

　
一
足
ふ
み
て
夫
思
ひ
、
ふ
た
あ
し
国

を
思
へ
ど
も
、
三
足
ふ
た
た
び
夫
お
も

　
　
　
　
　
と
が

ふ
　
女
心
に
処
口
め
り
や
、
と
う
た
い
、

「
か
く
て
御
国
と
我
夫
と
い
づ
れ
重
し

と
間
わ
れ
な
ば
、
た
だ
答
え
ず
に
泣
か

ん
の
み
」
と
結
ん
で
い
る
。

　
明
星
派
の
歌
人
与
謝
野
晶
子
が
、
日

露
戦
争
で
旅
順
攻
撃
に
参
加
し
た
弟
を

嘆
い
て
う
た
っ
た
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ

と
な
か
れ
」
に
も
ま
し
て
、
国
民
の
心

に
切
な
く
し
み
入
っ
た
歌
で
あ
る
。

捕
虜
必
携
と
戦
陣
訓

　
帝
都
の
空
を
護
る
高
射
砲
隊
の
隊
長

だ
っ
た
、
小
千
谷
市
在
住
の
丁
元
陸
軍

大
尉
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
B
二
九
を
撃
墜
し
た
ら
、
搭
乗
員
が

落
下
傘
で
浦
賀
水
道
に
降
り
た
。
救
助

し
て
所
持
品
を
調
べ
た
ら
、
捕
わ
れ
た

時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
え
る
心
得
書

を
持
っ
て
お
り
、
海
水
に
も
溶
け
な
い

特
殊
の
用
紙
に
次
の
横
文
字
が
あ
っ
た
。

　
①
命
を
大
切
に
せ
よ
。
捕
わ
れ
て
も

必
ず
助
け
に
行
く
。
勝
利
の
日
を
待
て
。

　
②
日
本
人
が
来
た
ら
両
手
を
上
げ
、

日
本
語
で
「
タ
ス
ケ
テ
ク
ダ
サ
イ
、
ー
ケ

イ
サ
ツ
ハ
ド
コ
デ
ス
カ
」
と
言
え
、
ポ

リ
ス
マ
ン
に
身
柄
の
保
護
を
頼
め
。

　
こ
の
「
捕
虜
必
携
」
を
作
成
し
た
日

付
が
一
九
三
七
年
五
月
で
あ
っ
た
か
ら

ア
メ
リ
カ
は
日
中
戦
争
が
始
ま
る
四
カ

月
も
前
に
日
米
戦
争
を
予
測
し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
敵
は
「
生
き
よ
」

と
教
え
て
い
る
の
に
、
日
本
は
「
生
き

　
　
　
は
ず
か
し

て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
、
死
し
て
罪

　
　
　
　
　
さ
ら
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
さ
と

科
の
汚
名
を
曝
す
こ
と
勿
れ
」
と
諭
し

て
い
る
違
い
を
複
雑
に
思
っ
た
。

東
京
裁
判
と
千
手
町

　
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
東
京
で
開
廷

し
た
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
か
ら
千
手

町
役
場
へ
求
め
が
あ
っ
て
、
戦
時
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
ょ

千
手
町
民
が
中
国
八
路
軍
の
俘
虜
た
ち

に
接
し
た
と
き
の
状
況
や
、
西
松
組
千

手
出
張
所
が
俘
虜
た
ち
の
栄
養
失
調
を

防
ぐ
た
め
に
、
特
別
加
配
米
の
調
達
に

奔
走
し
た
事
実
を
示
す
資
料
が
提
出
さ

れ
た
（
高
橋
友
義
元
助
役
の
話
）
。

　
収
容
所
に
近
い
伊
友
の
人
た
ち
は
、

中
国
人
に
出
征
中
の
夫
や
息
子
た
ち
の

身
の
上
を
思
っ
て
か
、
芋
類
や
野
菜
く

ず
、
古
長
靴
や
衣
料
品
を
ひ
そ
か
に
差

し
入
れ
た
が
、
監
視
に
当
た
る
在
郷
軍

人
も
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
く
れ
た
。

　
こ
う
し
た
、
敵
味
方
を
越
え
た
人
間

愛
が
ウ
エ
ッ
プ
裁
判
長
や
キ
ー
ナ
ン
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ご

席
検
察
官
の
心
に
ふ
れ
て
、
勝
者
の
驕

り
と
も
い
わ
れ
た
軍
事
裁
判
の
判
決
に

少
な
か
ら
ず
良
い
影
響
を
あ
た
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
千
手
町
に
は
何
の
お
筈

め
も
な
く
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
千
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
し
ゆ
う

へ
来
た
進
駐
軍
も
、
恩
讐
を
こ
え
て
好

意
的
に
振
舞
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。

総麟澱誹掲鎌朋薗跡戦鋸謄遭憧雛　
　
　
さ
さ

式
辞
を
捧
げ
る
小
海
遺
族
会
長

　
川
西
町
連
合
遺
族
会
提
供
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第

回

皇
居
勤
労
奉
仕
団
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
鈴
木
義

　
平
成
六
年
秋
、
南
雲
町
長
の
力
強
い

励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
待
望
の
川
西
町

皇
居
勤
労
奉
仕
団
を
結
成
し
、
本
年
六

月
十
九
日
に
第
一
回
奉
仕
団
十
九
名
が
、

激
戦
二
百
余
日
の
選
挙
戦
に
勝
利
さ
れ

た
南
雲
町
長
と
高
柳
町
の
樋
口
町
長
の

お
二
方
か
ら
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ

き
、
田
村
世
話
人
や
関
係
者
の
方
々
の

見
送
り
を
受
け
て
、
勇
躍
上
京
の
途
に

つ
き
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
皇
居
へ
の
御
奉
仕
で
、
蓮

池
休
所
に
お
い
て
、
天
皇
・
皇
后
・
紀

宮
様
の
御
三
方
か
ら
ご
会
釈
を
賜
り
、

四
県
六
団
体
二
〇
四
名
を
代
表
し
天
皇

陛
下
万
歳
の
先
達
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
二
日
目
は
赤
坂
御
所
に
お
い
て
、
皇

太
子
・
皇
太
子
妃
殿
ド
の
ご
会
釈
を
賜

わ
り
、
親
し
く
お
言
葉
を
い
た
だ
き
感

涙
に
む
せ
び
ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
と

て
天
候
は
ま
ま
な
ら
ず
、
早
目
の
出
門

と
な
り
、
四
～
五
時
問
の
東
京
散
歩
も

孫
の
顔
を
見
て
帰
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。　

奉
仕
活
動
に
あ
た
っ
て
は
団
員
が
一

致
協
力
し
、
在
京
の
郷
土
の
有
力
者
か

ら
の
温
か
い
お
心
使
い
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
郷
土
を
愛
す
る
多
く
の
方
々
が

こ
の
奉
仕
団
の
大
き
な
支
え
で
あ
る
こ

と
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皇
室
を
敬
愛
し
、
仲
間
と
の
「
一
期

一
会
」
を
大
切
に
川
西
町
奉
仕
団
へ
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

て
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

、騰

小
わ
に
レ

　
　
畔
壇

高
崎
正
風
選

ひ
そ
と
咲
く
河
骨
に
又
雨
繁
し

御
手
洗
に
沈
み
て
五
円
玉
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

眠
る
子
に
一
つ
の
蝿
の
ま
つ
わ
り
て

大
雨
の
流
せ
る
畑
の
薯
白
し

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

ス
コ
ッ
プ
に
汗
の
伝
は
る
暑
さ
か
な

中
元
の
お
返
し
野
菜
詰
め
合
せ

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

陽
を
さ
け
て
猫
の
昼
寝
や
白
芙
蓉

学
び
舎
の
プ
ー
ル
に
映
え
し
大
西
日

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

八
海
山
の
水
土
産
に
と
頂
き
ぬ

夫
呼
び
て
山
楯
子
の
花
愛
で
に
け
り

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

此
の
村
の
蝿
も
蚊
も
な
き
く
ら
し
か
な

呆
然
と
雨
降
り
続
く
田
面
見
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

杜
々
の
森
名
水
汲
む
や
蝉
時
雨

城
願
寺
冷
め
た
き
水
に
心
太

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

睦
み
合
う
如
花
び
ら
や
濃
紫
陽
花

鷲
の
飛
ぶ
行
方
見
守
り
親
燕

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

金
魚
屋
の
売
声
風
に
流
れ
来
し

金
魚
屋
の
熟
年
夫
婦
夜
店
守
る

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
酔
月

手
花
火
を
上
げ
終
え
て
吾
子
眠
り
け
り

田
植
機
を
押
す
男
み
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

羽
に
ま
だ
白
さ
残
れ
る
羽
化
の
蝉

風
鈴
の
涼
し
き
音
を
つ
る
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

海
猫
の
暗
く
知
床
に
目
覚
め
け
り

道
南
の
大
夕
焼
け
に
名
残
り
惜
し

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

犬
連
れ
し
マ
・
に
似
合
の
夏
帽
子

夏
落
葉
乾
く
音
し
て
掃
か
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

新
築
の
窓
辺
に
よ
り
て
盆
の
月

土
用
干
の
梅
の
匂
え
る
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

囚
人
の
墓
標
を
濡
ら
し
蕗
の
雨

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

白
倉
の
か
す
み
桜
が
県
一
に

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

里
よ
り
の
ね
じ
花
咲
き
し
や
さ
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

笹
だ
ん
ご
妻
に
剥
か
せ
て
七
八
つ

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

炎
天
下
白
き
舗
道
の
つ
づ
き
お
り

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

盆
月
の
「
か
わ
に
し
」
待
ち
扉
句
書
く
⑫

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク
ー
0

胡
瓜
茄
子
た
っ
ぷ
り
漬
け
て
妻
湯
治
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似
　
●

ど
く
だ
み
の
軒
に
吊
る
さ
れ
土
用
か
な
　
7

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

七
夕
に
七
ツ
の
誓
い
成
す
と
記
す

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

里
芋
の
銀
の
雫
や
上
天
気

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

つ
ゆ
晴
れ
て
山
あ
じ
さ
い
も
活
け
て
み
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
樋
ロ
タ
マ
エ

こ
、
よ
り
は
交
通
止
め
や
霧
深
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

あ
じ
さ
い
の
花
美
し
く
喜
寿
祝
う

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

子
蛙
の
足
冷
た
く
て
梅
雨
曇
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

瀬
々
ら
ぎ
の
音
に
螢
火
集
ひ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

　
寸
評
　
　
　
　
　
　
正
風

●
御
手
洗
に
1
信
心
の
五
円
玉
を
涼

し
い
と
見
た
作
者
の
心
も
又
涼
し
い
。

●
手
花
火
を
ー
花
火
を
上
げ
終
え
て

満
足
し
た
子
の
寝
顔
が
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。

●
犬
連
れ
し
　
　
そ
の
人
に
似
合
う
シ

ャ
レ
タ
夏
帽
子
。
　
「
マ
マ
」
が
面
白
い
。

暮らしのカレンダー

10

ε　　　　　　　鴇

11

12 レゲエコンサート（ナカゴ）

圭3

14

15

16

17

18 健康相談（保健センター）

19

20

21 三種・二種混合予防接種（総合セ①）

22 〃　　　　　　　（上野コ①）

23

24 三種・二種混合予防接種（克雪セ①）

25

26 上野まつり

27 〃

28
三種・二種混合予防接種（総合セ①）
納税等振替日

29 三種・二種混合予防接種（高齢コ①）

30

1

　
1

3
　　働　　　　　　　　　　　　　　　　驕

献血（保健センター）

2 千手まつり

3 zノ

4 麻しん（総合センター）

5 麻しん（克雪センター）

6

7 麻しん（上野地区コミセン）

8 麻しん（高齢者コミセン）

9
10

◎Eコは日曜日。

◎時間など詳しくは、広報お知らせ

　版をご覧ください。

◎　8～9月は各地でまつりが行われ
　ます。（は握可能なもののみ記載）



戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
に
三
親
等
内
で
あ
っ
た
遺
族
の
方
で
、
平
成
七
年
四
月
一
日

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
も
の
が
い
な
い
方
に
、

特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
四
十
万
円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
に
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
請
求
書
を

役
場
住
民
課
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
　
社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
六
八
ー
三
二
一
　
内
線
二
〇
四
　
有
線
二
＝
ニ
ニ

も
ゆ
ら
も
や
む
う
ゆ
ゆ
さ
う
あ
ゆ
も
ゆ
り
う
き
う
ゆ
め
ら
ゆ
き
め
も
り
む
う
あ
う
な
ら
る
う
き
う
も
ら
ゑ
う
も
ゆ
る
ら
き
う
き
う
と
マ
ら
き
め
き
う
ニ
マ
ら
き
う
き
ゆ
ニ
ロ
マ
ら
も
ゆ
き
ら
ニ
す
ら
き
ア
ゆ
も
ゆ
ニ
ロ
リ
ら
も
　
ゆ
も
ら
も
ア
ら
き
う
き
う
ユ
ヒ
　
ア
ら
き
う
き
る
ニ
じ
が

㎜
壌
星
謹
ー
に
加
え
た
い
］
晶
⑨
㎜

穆
転
噸
噸
噸
与
◎
塾
鱗
筆
6
与
重
導
奮
墾
噸
毒
豊
琴
唯
墾
◎
奪
◆
孝
拳
墾
曝
奪
◎
蚤
拳
拳
曝
琴
重
；
う
喚
与
全
；
奪
喚
与
重
；
も
6
与
◎
藝
唯
≒
曝
≒
，
‘
寺
喚
与
◆
毒
◎
≒
6
参
重
マ
◆
≒
奪
与
重
薄
◆
毫
6
毒
重
マ
◆
≒
◆
琴
重
》

トウタンタローン

◆材料（2人分）

　たまご　2コ

　な　す　4コ

◆調昧料

　塩・コショゥ適宜

　油

◆作り方

　①なすを5分位ゆでる。

　②ゆであがったら、水に浸して冷ます。

　③冷めたなすの皮をむき、水気を絞る。

　④たまごをボールに割り、塩・コショウで

　　味付けし、よくかきまぜる。

　⑤④になすをつけ、油をひいたフライパン

　　で揚げる。

　今回は原田の根津ロルナさんです。

「あたたかいうちに食べてください。」

とのことです。

　夏はなすがたくさん取れますので、

いろいろな調理法をお試しください。

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う
⑥

　
　
　
　
脳
卒
中
の
後
遺
症
を
も
つ
方
々
へ

　
脳
卒
中
予
防
シ
リ
ー
ズ
最
終
回
は
、

脳
卒
中
の
後
遺
症
を
も
つ
方
の
日
常
生

活
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
脳
卒
中
の
後
遺
症
に
は
、
手
足
の
ま

ひ
の
他
に
、
右
ま
ひ
の
人
に
は
言
語
障

害
、
左
ま
ひ
の
人
に
は
左
側
を
無
視
し

て
し
ま
う
症
状
や
感
覚
の
異
常
、
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
に
な
る
等
の

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
結
果
、
杖
を

つ
い
て
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

何
年
か
し
て
寝
た
き
り
に
な
る
人
も
あ

り
ま
す
。
歩
い
て
い
く
所
が
な
い
、
加

え
て
何
も
し
な
い
た
め
、
手
足
の
筋
肉

が
衰
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
毎
日
の
生
活
で
は
、
日
中
は
ベ
ッ
ド

の
上
で
起
き
る
、
椅
子
に
座
る
な
ど
し

て
、
起
き
て
生
活
す
る
時
間
を
長
く
も

ち
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
再
発
防
止
の
た
め
、
治
療
を

継
続
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
周
囲
の
人
は
、
後
遺
症
に
よ
り
思
い

ど
お
り
に
身
体
を
動
か
せ
な
い
気
持
ち

を
理
解
し
、
身
の
回
り
の
事
や
家
で
の

役
割
で
、
本
人
の
で
き
る
こ
と
を
や
れ

る
よ
う
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
開
催
し

三
年
目
に
な
り
ま
す
。
年
十
七
回
、
脳

卒
中
後
遺
症
の
方
な
ど
十
五
人
位
の
方

が
集
っ
て
・
体
操
や
訓
線
作
曇
く
鶴

り
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
・
理
学
療
法
士
・
作
業
幽

療
法
士
、
ホ
去
ヘ
ル
パ
ー
、
在
宅
介
騒

護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
等
認

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

描
灘
魏
灘
賛
鍵

リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
運
動
会

「
ボ
ー
ル
送
り
」
落
さ
な
い
よ
う

に
皆
さ
ん
真
剣
で
す

⑱7．8．10



名　
　
　
　
　
　
　
　
　
犠
犠
犠

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
蓄
き
き
径
勢
φ
名
葛

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

渡登片高．五片井平小
貫坂桐橋之十桐口沢山　　　　　　　る・川
　　　　　　　声サ已シ徳ハ
　あ正ま．侑ゆ1キ子マ松ル
歩響　之蜜愛ぐ里りお9289868483
．＿　　 み　 す一一一一〇

裕又千正慎俊洋正こ庚功一本栄
　代　　　　や　八子人子人子司江樹か作郎夫人一

上岩仁学に繭注宋

　
　
　
　
ひ
ろ
き

沢
口
　
弘
輝

　
　
　
　
　
　
　
裕

　
　
　
　
ま
や
　
剛

佐
藤
　
麻
弥

　
　
　
　
　
　
　
康
子

春
日
謝
畷
武

　
　
　
　
　
　
　
朝
　
子

　
　
　
　
な
み
克
司

高
橋
奈
美
鶴

　
　
　
　
　
　
　
孝
　
子

　
　
　
　
な
つ
き
重
文

中
條
　
夏
紀

　
　
　
　
　
　
　
恵
　
子

　
　
　
　
ゆ
か
正
夫

田
村
　
友
佳

　
　
　
　
　
　
　
博
　
子

　
　
　
　
ゆ
う
や
俊
朗

高
橋
　
祐
也

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
か
り

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

正
子
下
平
新
田

発
電
所

通
り
東

仁
　
田吉

木
　
島

上
　
野

伊
　
友

（　（山高大小

田橋嶋林

克勝和利

子則子幸

里上捜
村町野島
　　　町か

ら　　を
　　　り

（
7
月
－
日
～
3
1
日
届
け
出
分
）

　
表
紙
の
写
真

　
七
月
十
六
日
、
千
手
観
音
十
七
夜
ま

つ
り
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
先
立
ち
、
同
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
る
会
（
星
名
賢
治
会

長
）
の
配
慮
か
ら
、
あ
か
ね
園
で
「
村

野
す
ず
め
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
村
野
さ
ん
は
愛
知
県
生
ま
れ
の
二
十

三
歳
。
祖
父
母
に
当
た
る
年
齢
の
観
客

を
前
に
、
ナ
ツ
メ
ロ
メ
ド
レ
ー
な
ど
を

熱
唱
。
目
の
前
で
聞
く
プ
ロ
の
歌
に
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
西
音
頭
の
と
き
は
「
ま
だ

覚
え
た
て
な
の
で
、
う
ち
わ
に
歌
詞
を

張
り
付
け
て
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
内
輪

話
し
も
チ
ラ
リ
。
な
ご
や
か
な
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

器器器2器＝3器器器開＝＝2器器器器器器器器器＝＝器器器＝＝＝＝器器器＝＝器＝＝＝器＝＝器器器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘難　　　　　一一＿、1一㌧蘇

ノ

ち
い
さ
な
展
覧
翁

諭．
〈「山湖」
大嶋月庵さん
（北魚　広神村）

》
　
　
　
）

　
ん
田

」
さ
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「流木の谷A」レ

桑原　収さん
（南魚　六日町）

　　「月と私」

　野上公平さん
く　（南魚　六日町）

●休日救急医

8月13日大熊内科医院（山本1）

　　　　盈　52－7066

20日中条病院（中条）

　　費　57－3018

27日富田医院（神明町）

　　盈　52－3269

9月3日大島医院（川原町）

　　　8　52－2957

10日国保診療所（高原田）
　　（クリニック川西）

　　台　68－2034

－一辱

叢

蕪

〈
魚
沼
の
作
家
展
丁
ー

▲　　「魚箱のある…」

　山本安雄さん
　（南魚　六日町）

、
戴
羅
蝦

　「雲動く」》
永井昭司さん
（南魚六日町）

（9月号は橘小学校です）

7．8’．10⑭


